
畑

品種：グルナッシュ・ブラン、ブール

ブラン

植樹：1990年頃

土壌：粘土石灰質、砂質

醸造
ステンレスタンクで発酵

ステンレスタンクで6ヵ月間熟成.

畑

品種：グルナッシュ60%、サンソー

20%、シラー20%

植樹：1983年

位置：標高300m、南向き

土壌：粘土石灰質

醸造
ステンレスタンクで発酵

ステンレスタンクで6ヵ月間熟成

畑

品種：グルナッシュ

植樹：1990～2005年

土壌：粘土石灰質

醸造
6時間マセレーション

ステンレスタンクで6ヵ月間熟成

畑

品種：グルナッシュ主体、サンソー、

シラー

植樹：1983年～1998年

位置：標高250～300m、南向き

土壌：粘土石灰質

醸造

ステンレスタンクで発酵15日間のマセ

レーション

セメントタンクで6ヵ月間熟成

畑

品種：グルナッシュ70%、シラー

30%

植樹：1954～1980年

土壌：粘土石灰質

醸造

セメントタンクで15日間のマセレー

ション

バリックとドゥミ・ミュイで8ヵ月間

熟成

畑

品種：グルナッシュ主体

植樹：1934年～1964年

土壌：粘土石灰質

醸造

セメントタンクで15日間のマセレー

ション

バリックとドゥミ・ミュイで8ヵ月間

熟成

●Côtes du Rhône - Rosé Pompon

コート・デュ・ローヌ　ロゼ・ポンポン

備考

セパージュは年によって変わる。早摘

みの赤ブドウを使い、アルコール度数

を抑え酸を残した南仏のロゼ。マロラ

クティック醗酵は年により止まること

があり。

　ドメーヌ・グラムノンの元当主、ミシェル＝オーベリーの子息マキシム＝フランソワがドメーヌで

働く傍ら始めたネゴシアン。5年間、ボーヌの醸造学校やワイナリーでの研修を重ねたのちに実家のワ

イナリーへと戻った。ドメーヌのある村周辺の契約畑から、ブドウ農家に栽培の要望を伝え、2012年

にはバイオロジック栽培認証も取得。醸造はドメーヌ・グラムノンのセラーでドメーヌの信念に則り

行っている。粘土石灰質のテロワールを素直に映したIl fait soifをはじめとするワインたちは、ドメー

ヌものより抽出を抑え、心地よくフルーティー。軽快さを重視し、収穫の翌年のリリース時にフレッ

シュさを楽しんでもらえるように仕上げられている。

Maxime-François Laurent

マキシム＝フランソワ・ローラン

●Côtes du Rhône - Il fait soif

コート・デュ・ローヌ　イル・フェ・ソワフ

備考

マキシム＝フランソワ・ローランのワ

インは若いうちに楽しめる軽快さがコ

ンセプト。その代名詞ともいえる、Il

fait soifはマキシムが当主を務めるド

メーヌ・グラムノンよりも、抽出を抑

えた赤ワインで、リリースしてすぐ、

フレッシュさを感じられるうちに楽し

んでください。

●Il fait très soif

イル・フェ・トレ・ソワフ

備考

マキシム＝フランソワ・ローランの代

名詞ともいえる、Il fait soif（赤）と

同様のコンセプトのロゼワイン。

チャーミングな南仏のロゼ。

備考

モンブリゾン・シュル・レ村の南に位

置する、ヴィザン村のグルナッシュと

シラーをブレンド。マキシム＝フラン

ソワ・ローランのラインの中ではしっ

かりとしたスタイルなので、数年の瓶

熟成をしても面白い。

●Côtes du Rhône Village Visan - Orpiment

コート・デュ・ローヌ・ヴィラージュ・ヴィザン　オルピモン

● Côtes du Rhône  - La Rubiconde

コート・デュ・ローヌ　ラ・リュビコンド

備考

旧名称Pourpre。モンブリゾン・シュ

ル・レ村の複数の高樹齢のブドウのブ

レンド。マキシム＝フランソワ・ロー

ランのラインの中ではしっかりとした

スタイルなので、数年の瓶熟成をして

も面白い。

○Côtes du Rhône - Pantomine

コート・デュ・ローヌ　パントミンヌ

備考

ローヌの土着白品種２種を使用し、酸

の高さを重視し早めに収穫。ステンレ

スタンクで醸造・熟成しかなり軽快に

仕上げた白ワイン。


